= 
※| し LED 光源 の 設計 寿命 で す 。 央 明 宮 具 の 寿命 と は 異な り ま す 。 保 官 用 


※ ら 適合 直流 電源 装置 を 使用 し た 際 の 値 で す 。 _- 
※3 調 光 器 は PWM 調 光信 号 方 式 の も の を 使用 し て くだ さい 。 信 号 の 消費 電流 は DL-YP101/DL-YP108 っ 5mA、 トト つう 
DL-YP103/DL-YP104 ラ 10.5mA で す 。 / い < 


(詳し く は 、 調 光 器 の 工事 説明 書 を ご 参照 くだ さい ) 
※4 回路 お たり の 接 弧 台数 を 、 漏 えい 電流 を 考慮 し 表記 の 台数 以下 と し て くだ さい 。 


(定格 電流 PO0A、 感 度 電流 GO0mA の 漏電 ブレ ー カ ー 革 ベー ス ダ ウ ン ラ イ ト 
EF 
2 150CO/+2)mm 工事 説明 書 ぉ 。。 取 扱 説明 書 
Sm = お よび 取扱 説 明善 


中 員 ※2 mm 
トー お 知ら せ 
瀬 DL-YPO068/DL-YP103 形 名 
ディー エル ディ ー = エヌ タブ ル エル 。 LED 光 源 に は バラ ツキ が ある た め 、 同 一 形 名 商品 
DL-D063N/W/L で も 商品 ご と に 発光 色 や 明る さ が 異な る 場合 が あ 
り ま す の で ご 了承 くだ さい 。 ま た 、 照 射 相 離 が 近 
40.000 時 間 * (光束 維持 90% 以 上 ) | 40000 時 科 *1 和 0 上) | 40.000 肝 間 * (東寺 856 以 | 40.000 時 間 *(V 球 5599) DL-D064N/W/ ル L い 場合 や 照射 面 な ど に よっ て 光 ム ラ が 気 に な る 場 


ー DL-D065N/W/L SD ます 
し L ん た と ささ は の 修理 依頼 や お 問い 合わ せ の 前 に 、 も う 一 度 お 調べ くだ さい 。 周囲 温度 が 高い 場合 や 点灯 時 間 が 長い 場合 な ど は 
よこ で i DL-D066N/W/L 1 Peaspuer 


国人 べ て た ダブル ダブ ル ダブ ル エル ダブル 点灯 時 や 消灯 直後 に 若干 の きしみ 音 が 発生 する 坦 
お 調べ く た だ さい DL-D063NW/WW/LW 合 か あり ます か 、 異常 で は あり ませ ん 。 


e 使用 する 調 光 器 に よっ つっ て は 、 ラ ジオ ・ テ レビ 等 に 


点灯 し な く な っ た 天井 裏 が 高温 に な っ て 、 保護 回 路 が は た らい て いる 可能 性 が あり ます 。 DL-D064NW/WW/LW NN 
OER っ 2T MOETh SEER DCID OCN RRR BRUSRSIONG 
ちら つく 。 一 時 的 な ノイ ズ の 影響 が 考え られ ます 。 一 度 電源 を 切っ て 、 再 度 点灯 一 致し な い 場 合 が ちり ます 。 
確認 を し て くだ さい 。 DL-DO066NW/WVW/LW e 使用 する 調 光 器 に より 調 光 動作 が 異な る 場合 が あ 
(使用 する 調 光 器 に よっ て 、 ち ら つ く 場 合 が あり ます ) り ま す が 、 故障 で は あり ませ ん 。 
ーー ーー ーー ーーーーーー ーーーー ーーーーーー ーーーーーーー ーーーーーーーー ーーー 断熱 材 施工 不可 。 通電 し て も 光源 が 点灯 し な い 場 合 は 、 適 合 す る 直 
一 瞬 明 る く 点 灯す る e 使用 する 調 光 器 に よっ て は 、 調 光 レ ベル と は 無関係 に 一 瞬 明 る く 点 灯 流 電 源 装 置 の 保護 回 路 が 働い て いる お それ が あり 


ます の で 、 一 度 通電 を 切っ た 状態 で 光源 と の 接続 
を 点検 の 上 で 、 約 30 秒 経過 後に 再度 通電 し て くだ 
a3 し 1。 


する 場合 が あり ます が 、 製品 の 不具 合 で は あり ませ ん 。 
償 証 と アフ ター サー ビス 
修理 を 依頼 され る と き は 


人 | 「 こ ん な と き は ? 」 を 確認 くだ さい 。 保証 に つい て 
0 すさ a 、 = シリ ー ズ - シリ ー ズ 、/ 
RAD NN e 保証 書 が 必要 な 場合 は 販売 店 (工事 店 ) ま で お 申し 出 く だ さい 。 SN お 婦 馬 上 の ご ご 注意 
必ず スイ ッ チ を 切っ て くだ さい 。 e 保証 期間 … 設 置 完 了 日 か ら 1 年 間 で す 。 の 2 
お 買い あげ 販売 店 (工事 店 ) に 、 ーー 以 ず お 守り くだ さい 
次 の こと を お 知ら せく だ さい 。 係 証 の 免責 事項 お 客 様 へ NT 
。 品名 : ベー ス ダ ウ ン ラ イト GO @ こ の 器具 に 適合 する 直流 電源 装置 の 施工 に は 、 電 所 rm イー トー 
e 形 名 (表紙 に 記載 の 形 名 ) NN 工事 士 の 資格 が 必要 で す 。 取 付 工事 は 必ず 電気 工事 ずり いた だ く こ と を 説明 し て いま す 。 
e 設置 完了 日 (年 月 日 ) 店 に 依頼 し て くだ さい 。 一 般 の 方 の 工事 は 法律 で 禁 a RA 
。 改 陣 の 状況 (中 体 的 に ) 2 ーー ーー じ ら れ て お り ま す 。 画 誤 っ た 使い か た で 生じ る 内 容 を 
e ご 住所 e 当社 は LED 早 明 の 補修 用 性 能 部 品 を 品 の 製造 打 切 後 、G 年 工事 店 様 へ 次 の よう に 区 分 し て 説明 し て いま す 。 
(近所 の 目印 も 合わ せ て お 知ら せく だ さい ) 保有 し て いま す 。 PE ee ララ 
Eee 人 i 赴 修 力 性 能 部 豆 香 ! 戸 の 機能 ケ k に @「 事 が 終了 し まし た ら 、 形 名 、 設 置 完 了 日 、 販 売店 苔 冬 「 死 記 ま た は 重傷 を 負う お それ が 
@ お 名 前 @ 電話 番号 @ ご 訪問 希望 ea その 調 品 の 機能 を 維持 する た め に 必要 (工事 店 ) 名 を 記入 し て 、 こ の 説明 書 を 必ず お 客 様 へ ある | 内 容 。 
上 1 お 渡し くだ さい 。 


| 軽傷 を 人 買う 、 ま た は 財産 に 損害 


EE 
明 較 完了 日 | 年 月 日 


販売 店 名 次 の 図 記 写 で 説明 し て いま す 。 
(工事 店 名 ) 
QO し て は いけ な いこ と 。 


お 問い 合わ せ 先 


メー ル で の お 問い 合わ せな ど 
【 シ ャ ー プ サポ ー ト ペー ジ 】 http://www.sharD.cOo.jp/Support/ 


使用 方 法 の ご 相談 な ど 皿 軍 話 、PHS か ら は 、 フ リー ダイ ヤル 携帯 二話 か ら は 、 ナ ビ ダ イ ヤル 


[お客様 相談 セン ター】 sg.0120-508-562 0570-550-189 


買い あげ いた だ き 、 ま こと に あり が と う ご ざ い 
画 フ リー ダイ ヤル ・ ナ ビ ダ イ ヤル が ご 利用 で き な い 場合 は 06-6792-1582 FAX の 場合 06-6792-5993 SE RC 一 
男 ご 相談 受付 時 間 (年 末年 始 を 除く ) 月 曜日 土曜 日 午前 9 時 一 午後 5 時 林 語 明 書 を よく お 読み の うえ 、 正 し く お 使 いく だ さい 。 6 は し な けれ ば な ら な いこ と 。 


ー "スペ 、 ーー aml ML = すこ ニーー コ 1 ゃ = た さ 三 こさ さい 

ゝ 0 = スム 、 本 社 〒590-8582 大 阪 府 堺 市 堺 区 匠 果 ] 番 地 ご 倒 用 の 前 に 安 宇 上 の ご 注 品 1 を 必ず お 旋 み ぐだ さい 

シャ ー フ 株 式 会 社 特 み し スカ ンーー 721.8822 広島 県 補 山 市 大 門 町 旭 1 番 地 RN A 
ここ o < 6 


TINSJAS16SDRZ 


re = ベー と 
安全 上 の (ご 注意 必ず お 守り くだ さい 
工事 店 様 へ 


人 4、 警 仁 - 感電 や 漏電 、 発 火 な ど に よる 事故 や けが を 防ぐ た め に 


この 器具 は 水平 天井 埋 込 専 用 器具 で す 。 壁 取り 付け る e こ の 項 具 は 防 混 形 で は あり ませ ん 。 
直 付 け 、 傾 系 =& 置 うこ て なわ ない 。 まま ・ 
や 天井 直 付け 、 傾 斜 天 井 へ の 設置 は お こ な わ な し a GE の 


人 @ 備 具 を 改造 し た り 、 部 品 を 変更 し て 使用 し な い 。 る @ こ の 回 具 は 一 般 屋内 用 器具 で す 。 直 射 日 光 の 当たる 
( 右 具 落下 、 感 電 、 火 炎 の 原因 ) 場所 、 振 動 の ある 場所 、 腐 食性 ガス の 発生 する 場所 、 


信 指 定 の 適合 直流電 源 装置 以外 は 接続 し な い 。 雨 の 吹き 込み を 受け る 場所 で は 使わ な い 。 
(感電 、 火 災 、 故 障 の 原因 |) (感電 、 火 炎 、 和 器具 落下 の 原因 ) 
週 合 直 流 電 源 装 置 を 使用 し て くだ さい 、。 信 避 具 と 被 照射 物 を 50cm 

久 避 具 に 荷重 を か け な い 。 以内 に 近づけ な い 。 家具 

⑧ 断熱 材 、 防 音 材 、 燃 え や すい 物 で に 西 し な い 。 ド ア の 開閉 範囲 、 


覆 わ な い 。( 火 災 の 原因 ) 不可 家具 や 衣類 等 の 可燃 物 に 50cm 以 上 


住宅 の 断熱 材 施工 天井 に は 、 使 用 CN 近づけ な い 。 ーー 
で きま せん 。 RN (火災 の 原因 ) レ 被 照射 物 


人 @ 施 工 は 工事 説明 書 に し た が っ て 確実 に お こ な う 。 
| 10cm 以 上 |10cm 以 上 [10cm 以 上 (器具 落下 感電 火災 の 原因 ) 


IOcm 以 上 ⑧ 半 具 の 取付 部 以外 の 本 体外 郭 が 、 天 井内 の 造営 物 や 
ダク ト 、 電 気配 線 等 の 設備 に 触れ な いよ うに 施工 す 


る 。 (感電 、 火 災 の 原因 ) 
人 @ 必 ず 表 示さ れ た 定格 電圧 士 696 内 で 使用 する 。 
(感電 、 火 火 、 改 障 の 原因 ) 


人 @ 周 囲 温度 は 5 一 35C の 男 囲 で 使用 する 。 (発熱 、LED 短 寿命 の 原因 ) 
@ 取 付 面 が クロ ス 貼 り の 場合 、 接 間 剤 が 十分 乾燥 し て か ら 取 り 付 ける 。( サ ビ 、 変 色 の 原因 ) 


人 @ 突 具 を 改造 し た り 、 部 品 を 変更 し て 使用 し な い 。 ⑧ 尽 、 臭 いな ど 異 常 を 感じ た ら 、 
( 輩 具 落 下 、 感 電 、 火 災 の 原因 |) すぐ に 電源 を 切る 。 

人 器具 と 被 照射 物 を 50cm 以 内 に 近づけ な い 。 < 日 (感電 、 火 炎 の 原因 ) 
家具 内 や 密閉 し た 空間 で は 使用 し な い 。 : - 販売 店 (工事 店 ) に ご 相談 くだ さい 。 
ドア の 開閉 範囲 、 家 具 や 衣類 等 の 可燃 物 に は 50cm 以 上 ※ こ の 製品 は LED 光 源 組込み 構造 
近づけ な い 。 で す の で 、LED 光 源 の み の 交 換 


(火災 の 原因 ) レノ 被 照射 物 ノ 修理 は で きま せん 。 


4 注 意 感電 や 発火 な ど に よる 事故 や けが を 防ぐ た め に 


人 @ 点 灯 中 や 消灯 直後 の 器具 に は 触ら な い 。( や け ご どの 原因 ) 日 常 の お 手入れ に つい て 


@ 点 灯 中 の LED を 直視 し な い 。 (視覚 異常 の 原因 ) 
@6 カ 月 に 1 回 程度 、 清 掃 お よび 点検 
@ お 手入れ の 際 に は 必ず 電源 を 切る 。( 感 電 、 火 災 、 や けど の 原因 ) を お こ な う こと を お すす めし ます 。 


人 照明 器具 に は 寿命 が あり ます 。 設置 し て 8 一 10 年 経つ と 、 外 観 に 異 清掃 の 隊 は 乾い た 柔らか い 布 で 拭き 


沿 が な く て も 内 部 の 劣化 が 進行 し て いま す 。 取る か 、 柔 ら か い 布 を 中 性 洗剤 の 1 


点検 ・ 交 換 を お すす めし ます 。( 使 用 条件 は 周囲 温度 30C で 1 日 10 ー ら 9% の 水溶 液 で 浸し 、 よ く 絞 っ て 


時 間 点 灯 、 年 間 3.000 時 間 点灯 で す 。: JIS C8105- 1 解説 に よる ) か ら 汚 れ だ 部 分 を 拭き 取る 。 
人 @] 年 に 1 回 は 「 安 人 生 チ ェ ッ クシ ー ト 」 に より 上 自主 点検 、 お よび 3 年 に (部 品 の 変色 、 劣 化 、 感 電 の 原因 |) 
1 回 は 工事 店 な どの 専門 家 に よる 点検 を お 受け くだ さい 。 


いた り 、 殺 虫 剤 を か けた り し な い 。 


(「 安 全 チ ェ ッ クシ ー ト ] は 弊社 ホー ムペ ー ジ か ら ダ ウン ロー ド で きま す ) QO 人 @ 徐 只 を アル カリ 洗剤 や 薬品 な ど で 抵 


※ 点 検 せ ず に 長 時 間 使 い 続 ける こと 、 ま れ に 、 発 煙 ・ 発 火 ・ 感 電 等 に 


至る の お それ が あり ます 。 (故障 、 落 下 、 感 電 の 原因 ) 


湯気 、 混 穫 の 多い 場所 や 結 規 す る 場所 で は 使わ な い 。 


回 金 
三 人 る 
器具 の 取付 方 法 融 具 の 取り 付け は 確実 に し て くだ さい 、。 器具 落下 の 原因 と な り ま す 。 


1. 埋 込 パ を あけ る 冬 き の な まえ 


天井 に 専用 の 工具 を 用 いて 、 器 具 に 合っ た 埋 込 穴 

を あけ る 。(4<- め 

取付 前 に 器具 重量 や 設置 作業 に 十分 に 耐え る よ つ 、 

取付 部 の 強度 を 確保 する 。 

上 異 上 に 10cm 以 上 の スペ ー ス が 必要 で す 。 

( 膨 品 と 十 波 する 大 井 裏 の 構造 に 注意 ) 

※ 取 付 可能 天井 厚 は 、5-ー25mm で す 。 
ロッ クウ ー ル な ど 、 柔 ら か い 天 井 お よび ケイ 酸 
カル シウム 板 の 大 井 に 取り 付け る 場合 は 、 取 付 
金具 と 大 井 の 間 に 補強 材 を 必ず 入れ て くだ さい 。 

適合 する 直流 電源 装置 を 設置 する 。 

(詳細 は 直流 電源 装置 の 工事 説明 書 を ご 参照 くだ さい ) 

適合 する 直流 電源 装置 に つい て は 、 仕 様 柳 を ご 参 照 くだ さい 。(4< め 


ーー ーー の 
電源 コネ クタ ー 
中 継 ハ ー ネ ス “ 


本 体 


取付 バネ 


沙 下 防止 ワイ ヤー を 設置 する 。(DL-D065/D066 の み ) 
(万 一 の 落下 に よる けが 防止 の た め 、 必 ず 取 り 付 け て くだ さい ) 10cm 未 満 
付属 の ワイ ヤー を 吊 ボ ルト 、 ま た は 駆 体 に 確実 に 取り 付け て くだ さい 。 

沙 下 防止 ワイ ヤー の 引き 出し 長 さ は 、 大 井 面 が か ら 10cm 未 満 こ し て くだ さい 。 


落下 防止 ワイ ヤー を 本 体 に 取り 付け る 。 (DL-DO065/D066 の み ) \ 呂 り 金 員 


落下 防止 ワイ ヤー の 吊り 金具 を 、 取 付 バ ネ 穴 に 通し 、 ワ イヤ ー に 引っ 掛け て 了 
くだ さい )。 Lー- ワイ ヤー 


グー 取付 人 バネ 穴 


所 定 の 直流 電源 装置 と の 間 を コネ クタ ー で 接続 する 。 


コネ クタ ー は 「 カ チッ ]」 と 音 が する まで 確実 に 差し 込み 、 軽 く FCd 
引っ 張っ て 接続 の 状態 を 確認 し て くだ さい 。 EE 


(接続 が 不 十 分 な 場合 、 感 電 、 火 炎 の 原因 ) 


取付 バネ を 本 体 の 方 に 押さ えた まま 、 埋 込 穴 に 本 体 を 

ゆっ くり 押し 上 げ る 。( 中 継 人 ハー ネス の 荒 み 込み に 注意 ) 

器具 の 挿入 が 硬い 場合 や 天井 と の 間 に す きま が で きる な どの 

場合 は 、 少 し 回 転 さ せな が ら 押 し 上 げ る か 、 天 井 裏 の 状態 

再度 確認 し て 設置 し こく だ さい 。 

※ 石 連 ボ ー ド ら 重 張り 天井 へ 施工 時 、 大 井 と 枠 の 間 に す きま 
が で きる 場合 は 、 取 付 バ ネ こ と 


人 NN 
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クタ / 


、 CN 取付 バネ 
十 渉 する 上 下 2 枚 の ボー ド の 
貼り 合せ 部 の 紙 を ヤス ズリ な ご ど 
で 削っ て 施工 し て くだ さい 。 喜 ボ ー ド 


中 継 ハ ー ネ ス は 断 熟 材 ・ 防 音 材 の 上 を 通し 、 器 具 の 周囲 は 10cm 以 上 の 間隔 を あけ る よう に し て くだ さい 。 
(発熱 ・ 発 火 の 原 因 ) 

直流 電源 装置 に 接続 する 電源 線 や 調 光 信号 線 は 、 ヒ ー ト シン ク や 本 体 に 触れ な いよ うに 配置 し こく だ さい 。 
(誤っ つた 配線 を する こと 、 感 電 、 火 災 の 原因 ) 


※ 器 具 を 天井 か ら 取 り は ず す 際 に は 、 枠 と 天井 と の 間 に 指 を が か け て ゆっ くり 器具 を 水平 に 引き 下げ て くだ さい 。 
無理 に 引下げ よう と する と 、 天 井 材 破 損 の お それ が あり ます 。 再 度 、 取 り 付 け を お こ な う 場合 は 、 取 付 バ ネ 
を 広げ て か ら 施 工 し て くだ さい 。 


